専門学校における社会福祉援助技術現場実習の対人関係での「傷つき体験」の現状について　　―インタビューによる事例報告―                    奥 典之（宇部フロンティア大学）
１．はじめに
　　筆者は，ソーシャルワーカーの養成を目的の一つとした専門学校で教鞭をとっていた。そこでは，社会福祉援助技術論と，社会福祉援助技術演習，それと関連づけて，社会福祉援助技術現場実習（事前指導，巡回指導，事後指導）の担当者として他の担当教員とともに学生を指導していた。

実習は，一日体験実習を初めとして，２回の２週間の社会福祉施設実習と，１回の１週間の機関実習の，計３週間の日程である。担当する学生が実習の中で，何らかの対人的な「傷つき体験」を経験することがしばしばあり，その対応は重要かつ，深刻な課題である。これらを何の対策もとらずに放置すると，目の前の実習を乗り越えられないのはもちろんであるが，その後も社会福祉への情熱をなくし，その道に進むことも諦めてしまう学生もあり，社会福祉の人材養成の面からも深刻である。にもかかわらず，学生の実習場面での対人的な「傷つき体験」が，学校でも福祉現場でも意識されることはあまり無く，したがって，問題視されにくい。故に，本研究では，実習場面での学生の対人的な「傷つき体験」が学校現場では重要かつ深刻な問題であるということであり，学校現場だけでなく，福祉現場にとっても，重要な課題として提起すべき研究としての意義があると考える。したがって，そのような意味において，今後の福祉現場と教育現場の両方に還元し得る有用な研究であると考えている。

本研究は，専門学校での社会福祉援助技術現場実習における学生の対人関係的な「傷つき体験」に焦点をあて，まず，その現状を明らかにした後に，その原因の分析を行い，
その時のストレス状況と対応策に注目した上で，どう解釈するか，その予防と対応策に注目し，「傷つき」と「バーンアウト」の関係についても，考えていくことを目的とする。
　　そのなかで，今回の報告では，実習場面での学生の対人的な「傷つき体験」の現状について，具体的に学生はどのようなことに「傷ついて」いるのかを，第１回インタビューの実施結果により明らかにしていくことにする。

２．　インタビューの実施概要について

　２１名のクラスについて，これまでの社会福祉援助技術現場実習での「傷つき体験」について，質的調査としてのインタビューを実施した。実施したクラスについては，３年課程の現在，３年生で，平均年齢は２１.５歳である。授業内容としては，社会福祉士受験資格（要実務経験１年）の学習に加えて，保育士免許取得のための学習（短期大学通信教育部併習，いわゆるダブルスクール）や訪問介護員２級講習を行い，２回の保育園実習や訪問介護員２級実習を既に終えている。社会福祉援助技術現場実習についていえば，１年次（８月）に１日体験実習を行い，２年次（12月）に施設実習Ⅰを２週間，３年次の７，８月に機関実習を１週間行っている。

インタビューについて　筆者の担当する社会福祉援助技術論・演習Ⅱの授業のなかで，「傷つき体験」や「ストレス」，「バーンアウト」については，既に説明をしているとともに，実習の事前指導のなかでも取り上げている。それらをもとにして，授業を活用して１対１でのインタビューを行った。第1回インタビューについては，２年次で施設実習Ⅰが終わり，今年度７，８月に機関実習が終わっての夏休み明けで，前期試験前という時期である。

第1回インタビュー（平成16年９月16日実施） ①　社会福祉援助技術現場実習（施設実習Ⅰ，機関実習）で，あなたが「傷つき体験」をしたことがあれば，その内容を説明して下さい。どんな小さなことでも良いです。（もし無ければ，他の実習やボランティア，日常の体験のなかでのことを）②　①に関して，その原因の分析を自分，相手の両面から説明して下さい。③　①に関して，その時のストレス状況を自分，相手の両面から説明して下さい。④　①に関して，どう解決したか，自分，相手の両面から説明して下さい。⑤　①に関して，どうすれば避けることができたか，自分，相手の両面から説明して下さい。⑥　これらの体験から，「傷つき体験」と「バーンアウト」は，関係があると思いますか，あなたの考えを教えて下さい。

　第１回のインタビュー項目についていえば，まず「傷つき体験」の範囲について，まだ表現することに慣れていないのでは，という面から，日常の「傷つき体験」についても可であるということを伝えた。これにより，日常どのようなことに傷ついているのか，ということも併せて知ることができる。

　質問項目の②から⑤については，自分のことだけでなく，相手のことについても説明を求めている。

これは，今回の「傷つき体験」が対人関係的なものについてということと，筆者が担当している「社会福祉援助技術論・演習Ⅱ」の，特に「演習」で，自分と相手への多面的理解（多角的理解）ということをポイントに置いた授業内容になっており，これは社会福祉援助技術現場実習の事前及び巡回，事後指導とも連動している。
3． 第１回インタビューの実施結果について

まず，インタビューに関して，その数的な部分について述べていく。日常生活での傷つき体験を含めると，95.2％（21名中20名）の学生が「傷つき体験」の報告をしている。その内訳としては，多い順番であげると，社会福祉援助技術現場実習（施設実習Ⅰ，機関実習）が42.9％（９名），日常が23.8％（５名），ボランティアが19.0％（４名），保育園実習が9.5％（２名），その他が4.8％（１名）である。社会福祉援助技術現場実習について焦点をあててみる。施設実習Ⅰが33.3％（７名），機関実習が9.5％（２名）である。まず，施設実習Ⅰについてみてみると，初めての社会福祉援助技術現場実習である。実習先施設の種別割合については，知的障害者更生施設が最も多く，38.1％（８名）であり，以下順番に，児童養護施設28.6％（６名），肢体不自由児施設23.8％（５名），知的障害児施設9.5％（２名）である。１施設あたりの配属学生数は，最少で１名から，最多で３名であり，平均は1.9名である。実習の形態としては，通勤型が52.4％（11名），宿泊型が47.6％（10名）であり，児童養護施設の100.0％（６名），知的障害児施設の100.0％（２名），肢体不自由児施設の40.0％（２名）が宿泊である。このような状況で実施された施設実習Ⅰについて，全体の33.3％（７名）が「傷つき体験」の報告をしている。実習種別でみてみると，知的障害者更生施設が42.9％であり，知的障害者更生施設に実習に行った学生の割合では，37.5％にあたる。児童養護施設が同じく42.9％（３名）であり，児童養護施設に行った学生の割合では，50.0％である。肢体不自由児施設が14.3％であり，肢体不自由児施設に行った学生の割合では，20.0％である。知的障害児施設に行った学生からの「傷つき体験」の報告は，第1回ではない。機関実習については，施設実習と比較してその実習内容に違いがあることは言うまでもないが，実習期間にも違いがあり，本校では施設実習はそれぞれ２週間（実質10日間）であり，機関実習は１週間（実質５日間）である。実習機関の種別割合については，社会福祉事務所が最も多く，47.6％（10名）であり，そのうち，市設置社会福祉事務所が42.9％（９名），県設置社会福祉事務所が4.8％（１名）である。社会福祉協議会は42.9％（９名）であり，そのうち市社会福祉協議会が33.3％（７名），町社会福祉協議会が9.5％（２名）である。そして，児童相談所が9.5％である。

１機関あたりの配属学生数は，最少で１名，最大で３名であり，１機関あたり平均1.6名である。機関実習での「傷つき体験」は，２名の学生が報告しており，そのどちらの学生も社会福祉協議会が実習先である。

次に，「傷つき体験」の内容について述べていく。施設実習Ⅰについて，まず，知的障害者更生施設での「傷つき体験」についてあげる。・なかなか名前を利用者に覚えてもらえなかったこと。・思っていた事と実際のギャップに戸惑うが，巡回教員にそれを十分に説明できず，従って自分の気持ちをわかってもらえずに，「頑張りが足りない」と言われて苦しんだこと。・利用者に日常の援助（指示）をするが聞いてくれなくて，どうしたらよいかわからなかったことが，インタビューのなかで述べられている。

児童養護施設では，・高校生の女子から誘われて一緒に食事を摂っていると，他の子から気になる態度をとられ，その女子も腹を立ててしまい，自分のせいで傷ついたこと。・幼児や児童の「気持ち悪い」「嫌い」「あっち行って」などの言葉を言われたこと。・職員が子どもをすごく怒って，叱っている場面を見て，理想像が崩れたことが報告されている。

肢体不自由児施設では，・利用者への昼食介助の場面で，声かけや援助も思うようにならず，職員に代わったとたんにスムーズに食べてくれるようになり，どうしてよいのか分からなくなったことが報告されている。・機関実習では，社会福祉協議会について，自分が持っている社会福祉施設の理想を完全に否定されて傷ついたこと。「施設では，同じことの繰り返しで，自己決定も自己尊重もしてくれないよ」と，言われたこと。・在宅障害者の話の中で，施設に対する厳しい評価に対して，自分が学んできた福祉に対する思いが，ただの理想論であったと思えたことが報告されている。　これらの報告から，実習種別によって「傷つき体験」の内容に違いがあることがわかる。
４．おわりに
今回の報告では，実習場面での学生の対人的な「傷つき体験」の現状について，具体的に学生はどのようなことに「傷ついて」いるのかを，第１回インタビューの実施結果により明らかにすることによって，学生の実習場面での対人的な「傷つき体験」が，学校でも福祉現場でも意識されることを意図した内容とした。筆者は，「傷つき体験」を学生が自分自身で自覚し，報告（語る）することが大切であり，これらの能力が，「傷つき体験」へのコーピングとして有効であるということがいえるのではないか，と考える。すなわち，今回の社会福祉援助技術現場実習における「傷つき体験」についてのインタビューの実施が，学生にとっては「傷つき体験」へのコーピングとして有効であったのではないかと考えるのである。そして，インタビューのなかで話された「傷つき体験」の内容を分析し，考察するなかで，その原因と対応策を考えていく。これらは，学生が「傷つき体験」について語ることに対して，担当教員がどう返していくことが必要であるか，ということが重要であると考えられる。
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